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平成２２年１１月１１日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社   福  田  組 

代表者名 代表取締役会長 福 田 勝 之 

代表取締役社長 伊東 修之助 

（コード番号１８９９ 東証第一部） 

問合せ先 代表取締役専務執行役員    

        梅 津 康 男 

電話番号 ０２５－２６６－９１１１   

 

 

エンジニアリング事業の会社分割（新設分割）に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 22 年 11 月 11 日の取締役会決議において、当社のエンジニアリング事業

に関して有する権利義務を分割し、新しく設立する株式会社リアスに承継させる新設分割

を実施することとしましたので、下記のとおりお知らせします。 

 なお、この会社分割は、単独新設分割であるため、開示事項・内容を一部省略して開示

しています。 

 

記 

 

１．会社分割の目的 

  当社のエンジニアリング事業部においては、環境･エネルギー関連施設の受注と施工支

援を主な業務とするかたわら、ｅ芝やＭＭＢ工法等の新商品・新工法による顧客拡大や

市場開拓を図ってまいりました。目まぐるしく変わる経済変化や顧客ニーズに対応する

ために、新商品・新工法による顧客拡大や市場開拓をよりいっそう強力に推し進める必

要があります。 

  当該事業部門のビジネスモデルは、従来の当社（建設会社）のそれとは一線を画すこ

とから、当該事業部門を会社分割（新設分割）の手法で分社化し、経営の機動力と柔軟

性を高め、早期に、「受注」から「開発・販売」への経営スタイル転換、並びにハウス

メーカーや個人などをターゲットとした「Ｂ to Ｃ」市場への参入とシェア獲得を目指

し、よりエンドユーザーに近いビジネスを推進してまいります。 

  新設会社の株式会社リアスにおいては、「アイデアを売れる商品に」をキャッチフレー

ズに、地盤改良・汚染土壌改良など、当社グループが保有する特許技術やノウハウを積

極的に商品化し、販売することで、グループ全体の経営効率向上に努めてまいります。

一方で、ストック型社会の構築というテーマで、既存顧客の環境・エネルギー関連施設

の増改築や維持更新事業も強化してまいります。 

 

２．会社分割の要旨 

 (1) 分割の日程 

    新設分割計画承認の取締役会       平成 22 年 11 月 11 日 

    新設分割の効力発生日          平成 23 年 1 月 4 日（予定） 

   本分割は、会社法第 805 条に定める簡易新設分割に該当し、株主総会の承認を得ず

にこれを行う予定です。 

 

 (2) 分割方式 

   当社を分割会社とし、株式会社リアスを新設会社とする新設分割です。 
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 (3) 株式の割当て 

   株式会社リアスは、本分割に際して普通株式 800 株を発行し、そのすべてを当社に

割当てます。 

 

 (4) 分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   当社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

 (5) 分割により増減する資本金等 

   本分割により、当社の資本金等の増減はありません。 

 

 (6) 分割会社から新設会社が承継する権利義務 

   新設会社は、効力発生日において、当社がエンジニアリング事業に関して有する資

産、債務、その他の権利義務及び契約上の地位を承継します。 

 

 (7) 債務履行の見込み 

   当社及び新設会社ともに、本分割前後の資産、負債及び純資産の額等を勘案して、

負担すべき債務の履行の見込みには問題はないものと判断しております。なお、新設

会社が当社から承継する債務のすべてについては、当社が重畳的債務引受を行います。 

 

３．分割当時会社の概要（平成 22 年 9 月 30 日現在） 

 分割会社（当社） 新設会社（予定） 

(1) 名   称 株式会社福田組 株式会社リアス 

(2) 所 在 地 新潟市中央区一番堀通町 3 番地 10 東京都北区王子 1丁目 12 番 4 号 

(3) 代 表 者 代表取締役社長 伊東 修之助 代表取締役社長 武田 伸一 

(4) 事業内容  建設事業、不動産事業 建設事業・地盤改良・汚染土壌調査

及びこれらのコンサルティング、環

境関連商品の企画・販売 

(5) 資 本 金 5,158 百万円 40 百万円 

(6) 設立年月日 昭和 2 年 12 月 29 日 平成 23 年 1 月 4 日（予定） 

(7) 発行済株式数 44,940,557 株 800 株 

(8) 決 算 期 12 月 31 日 12 月 31 日 

(9) 大株主及び 

持株比率 

(財)福田育英会   7.4%  (注) 

福田  正     6.8% 

㈱重機リース    5.9% 

㈱第四銀行     4.9% 

福田 直美     4.8% 

㈱福田組（当社）  100.0％ 

(10) 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期(平成 21 年 12 月期） 株式会社福田組（連結） 

   純   資   産  26,530 百万円 

   総   資   産 114,341 百万円 

   1 株当たり純資産    570 円 01 銭 

   売   上   高 132,316 百万円 

   営  業  利  益   4,553 百万円 

   経  常  利  益   3,522 百万円 

   当 期 純 損 失   3,009 百万円 

   1 株当たり当期純損失     67 円 40 銭 

  (注) 平成 21 年 12 月 31 日現在の株主名簿に基づいております。 
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４．分割する事業部門の概要 

 (1) 分割する部門の事業内容 

   エンジニアリング事業（主に環境･エネルギー関連施設に関する建設・コンサルティ

ング事業、地盤改良・汚染土壌改を中心とした当社グループが保有する技術・ノウハ

ウの商品化・販売事業） 

 

 (2) 分割する部門の平成 21 年 12 月期の経営成績 

                                （単位：百万円） 

 分割事業実績(A) 全体(個別)実績(B) 比率(A/B) 

売上高 1,353 71,614 1.89%  

 

 (3) 分割する資産、負債の項目及び金額（平成 22 年 9 月 30 日現在で算出） 

（単位：百万円） 

資  産 負  債 

項  目 帳簿価額 項  目 帳簿価額 

流動資産 270 流動負債 0 

固定資産 29 固定負債 - 

資産 計 300 負債 計 0 

  (注）効力発生日において実際に分割移転する金額は変わる可能性があります。 

 

５．分割後の分割会社の状況 

 (1) 名称、本店所在地、代表者、事業内容、資本金、決算期 

   いずれも本分割による変更はありません。 

 (2) 今後の見通し 

   本分割による業績に与える影響は軽微です。 

 

 

以上 
 
 
 
（参考）当期連結業績予想（本日公表分）及び前期連結実績 

（単位：百万円） 

 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益

当期業績予想 
(平成 22年 12月期) 114,000 1,400

 

1,200 1,250
前期実績 

(平成 21年 12月期) 132,316 4,553
 

3,522 △3,009


